
X線分光撮像衛星 (XRISM) 搭載軟X線撮像装置 (Xtend) の軌道上運用 (6)
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X線分光撮像衛星 XRISM に搭載されている軟X線撮像装置 Xtend は、多重薄板反射鏡を用いたX線望遠鏡と田の字状に配
置された4素子のX線CCDカメラで構成される。38.5分角四方の広視野を1素子あたり 1280×1280 ピクセルで撮像し、約
5 eV @ 6 keV (半値全幅) という優れた分光性能を有するものの視野が3分角四方 (6×6ピクセル) に限られる Resolve と
相補的な観測を行う。Xtend は2023年9月の打ち上げ以降、要求された撮像・分光性能を維持しながら安定して科学観
測と軌道上較正を継続している。また、その広視野を活かした突発天体の検出・速報にも大きく貢献してきた。本講演
では、2026年春季年会以降の進捗として、較正天体の観測データ等を用いたゲイン、エネルギー分解能および電荷転送
効率の経年変化の評価、コンタミネーションのモニタリング、それらを反映した較正・応答関数の整備、ならびに非X線
バックグラウンドデータベースの構築について最新の状況を報告する。
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